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学びの
サポート編
 
これまで本紙では、大学生活に
対する学生満足度が過去20
年間で大幅に高まったこと、し
かしそれは、学生像の変化だ
けが要因ではなさそうだという
ことを明らかにしてきました。
今号では視点を変えて、川内
キャンパスの「学びのサポー
ト」に注目します。
学習支援センター、グローバル
ラーニングセンター、図書館が
提供するサービスの利用者は
軒並み増加していて、以前より
「学びのサポート」が活用され
るようになっているようです。
満足度向上の一因は、サポート
体制の充実にあるのかもしれ
ません。
次号では、学生満足度と関係
が深そうな「学びの実態」につ
いても変化が見られるのか、さ
らに検証してみましょう。
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本を借りる
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使い方が可能！
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学生像編
 
前号vol.1では、この20年間
で、大学生活の諸側面にはあま
り変化が見られない一方、「大
学生活の満足度」が大幅に高
まっていることを明らかにしま
した。
なぜ満足度は高まったのか。
今号では、それを探る第一歩
として学生像に注目してみまし
た。学生の出身地に関するデー
タを見ると、宮城を含む東北地
方出身の学生は少数派で、学士
課程に在籍する外国人留学生
はわずかなことが分かります。
経年的には、女子学生の比率
がほとんどの学部で増加して
きています。女子が増えると満
足度が上がる??
─う～ん、それほど単純では
ないでしょう。次号では「学生
支援」の視点から検証してみま
しょう。
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［外国人留学生出身地域および在籍者数（2017年5月1日現在）］

※ 正規留学生のみ

 ［学部別：出身地別在籍者数比（2017年5月1日現在）］

 ［学部別女性比（%）｜1997年（下） vs 2017年（上）］
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大学院になると
留学生が
ドッと
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学生生活編
 
東北大学生の学生生活は、この
20年ほどでどのように変化し
てきたのでしょうか。
学生生活調査のデータを使っ
て、新1・2年生が生まれた頃
（1997年）と現在（2015年）とを
比較してみました。
「サークル加入状況」や「現在
の住居」、あるいは「授業以外
での勉強時間」には大きな変化
が見られません。
他方で、悩みがある学生の割合
が増えている（悩みの内容は似て
いる）にもかかわらず、「大学生
活の満足度」は大幅に高まって
います。
一見矛盾するような結果になっ
たのは何故なのか? 
次号では学生像の変化に迫り
ます。

現
在
の
悩
み

性格

大
学
生
活
の
満
足
度

学業

授
業
以
外
で
の
勉
強
時
間（
1
日
平
均
）

将来

将来

学業 性格

［悩みの内容TOP 3］

［悩みのある／なし］

1　位

2　位

3　位

2015

1997

12 .8%

14.9%

44.8%

40.1%

34.5%

7.9%

35 .6%

9.4%

●  

全
く
し
な
い
　
　
　
●  

1
時
間
未
満
　

●  

1
〜
3
時
間
未
満
　
●  

3
時
間
以
上

●  

大
変
満
足
し
て
い
る
　
　
●  

満
足
し
て
い
る

●  

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
　
●  

不
満
　
●  

大
変
不
満

1997

1997

2015

2015

 ［ある］

61.8% 38.2%

90.9% 9.1%

 ［なし］

2015

1997

27.7%

4.6%

53 .1%

33 .7%

12 .2%

5 .5%

36 .0%

6 .4%

1 .5%

19.2%

サ
ー
ク
ル
加
入
状
況

●  

加
入
し
て
い
る
　
●  

加
入
し
て
い
た
が
や
め
た（
引
退
含
む
）

●  

入
っ
た
経
験
は
な
い

2015

1997

65.5%

63.3%

17.6%

21.9%

16.8%

14.8%

現
在
の
住
居

● 

自
宅
　
● 

東
北
大
学
学
生
寮
　
● 

ア
パ
ー
ト・マ
ン
シ
ョ
ン・学
生
ハ
イ
ツ

● 

東
北
大
学
以
外
の
学
生
寮
、下
宿
、間
借
り
な
ど
そ
の
他

2015

7.5%

72.1%

3.8%

16.6%
1997

14.8%

9.4%

72.9%

2.9%

単位関連で
悩んだら……

各学部・研究科教務担当係／
教務課全学教育実施係

授業の履修方法でわからないことがあれば、
まずは所属学部の事務室の教務担当係の人に聞いてみましょう。
全学教育科目については教務課全学教育実施係が相談に乗ってくれますよ。

学習支援センター

学部3年生～大学院生まで、幅広い層の先輩学生たちが、SLA（Student Learning Advisor）として、
主に全学教育を受ける学部1・2年生への学習サポートを行っています。

 ［図書館］
2014年10月の本館リニューアル以降、利用する人が増えてます！
授業やセミナーで利用できる可動式の「フレキシブルワークエリア」やファミレス
のような「BOX席」「グループ学習室」の設置など、様 な々学びのスタイルに合わ
せた総合的な学びの場として日々 変貌中。
わからないことがあれば「レファレンスデスク」「留学生コンシェルジュ」に聞い
てみよう。

2009年度 vs 2016年度入館者数
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学習支援センターの利用目的（2012年度 vs 2016年度）

37.4%

14.3
23.0

9.7

2.7

12.9

48.3%

4.8
16.7

4.1

25.7

1639件 1691件

0.4

2012
年度

2016
年度

 ［学習支援センター］
学部３年生～大学院生の幅広い層の先輩
学生たちがSLA（Student Learning Adviser）

として、主に全学教育を受ける学部１・２年
生への学習サポートをしている場所。キーフ
レーズは「ともと学ぼう、ともに育とう、“ともそ
だち”」。経験豊かな先輩が、「わからない」
にも「もっと深めたい」にも、ニーズに合わ
せてあなたの「学び」をバックアップ！

SAPの受講者数と
海外留学派遣数（人）

2016年度SAP受講者
学年別内訳（%）

海外留学とは……大学間交流協定に基づく学生交流
海外研修（SAP）とは……長期休業（春・夏）期間中を利用して参加できる短期海外研修プログラム
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東北大学の国際交流活動の中心的な役割を担うセン
ターとして2014年4月に設置されました。16名の専任
教員を中心に語学学習、留学準備、短期から長期まで、
それぞれの目的に合わせた海外研修・留学プログラムの
開発・実施、留学生のサポートなど、東北大学におけるグ
ローバル人材育成のための様 な々活動を展開中。

 ［グローバルラーニングセンター］

SAP
受講者は

年々
増加傾向

 ［参照データ］ 1号：2015年：「平成27年度【東北大学学生生活調査】のまとめ 東北大学生の生活」（発行：東北大学学生生活支援審議会、2016年）｜1997年：「第2回学生生活実態調査」（発行：東北大学学生部〈東北大学学生生活実態調査委員会〉、1998年）  ＊データは全て学部生のみの数値｜2号：H29.6 .1付 都道府県別在籍者数（学務情報システム）、学部学生定員及び在籍者数調（教務課提供 学内公開データ）、外国人留学生数調査票（留学生課提供 学内公開データ）

3号：大学間交流協定に係る学生交流数一覧（H28.11 .1現在）、SAP派遣実績（H20～H28年度） ［留学生課提供］、入館者統計［附属図書館提供］、2016年度／2012年度SLA利用学生統計［学習支援センター提供］｜4号：2006年度卒業生 履修・成績情報（学務情報システム）／2016年度卒業生 履修・成績情報（学務情報システム）

CIRとは? ……
教育評価分析センターのこと。
東北大学における教育・学習活動の体系的な
データ収集・分析を行い、本学の教育マネジメン
トを支援する組織です。

東北大学  
高度教養教育・学生支援機構
教育評価分析センター
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学びの実態編
 
データを元に経年での比較な
どをしながら考察を重ねてきた
『CIR Insights』、今回は大学
生活の要である「単位」の観点
から、この10年の変化を見て
いきます。
全学的に見た場合、単位取得
率が89.6%から93.4%に向
上していることは良い傾向と
言えそうです。
「数打ちゃ当たる」的な履修行
動が抑制されてきているのか
もしれません。
一方、変わらない問題として
は、1～2年次の過剰登録（適正
値については右にある［COLUMN］

を参照）が挙げられます。
原因のひとつは、全学教育を
2年生までに終わらせてしまい
たいという意識にあると考えら
れますが、上級生になって履修
するからこその発見も、あるか
もしれませんよ !

登録単位数と取得単位数の平均の比較（2006年 vs 2016年） ＊ 学部4年制、標準年限（4年間）卒業生のみ
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 ［COLUMN］
日本の大学の単位制度

1単位は45時間の学修を必要とする内容で構成されることになってい
ます。この45時間には授業時間だけでなく、予復習や課題に費やす時
間に加え、試験準備のための勉強時間も含まれます（授業時間とそれ以
外の時間のバランスは、授業形態によって異なります）。
仮に1週間の学修時間が45時間だとすれば、1学期（15~16週）あたり
の適正登録数は16単位になります。
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 ［東北大学生・教職員のための教育データレポート］

あなたの「知りたい」調べます。
東北大学生の学びについて、気なることがあればこちらまで!!


